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経 済 産 業 大 臣 賞

受 賞 者 名

マツダ株式会社    田 中 裕 一 殿

受賞取組の概要

近年、国内外の鋳造事業所ではカーボンニュートラル(CN)の取り組みが進んでお

り、石炭コークスを消費するキュポラ溶解炉の CN 化は不可避の課題である。その

対策として、電気炉転換は技術的に確立されているものの、多額の設備投資や非化

石電力調達等の課題がある。そこで、既存キュポラ設備を活かした固体バイオマス

燃料への全量転換、即ちバイオマス廃棄物を近隣地域から調達し燃料化する、地産

地消エネルギー循環の創成を目指している。

委員長を務めるキュポラ CN 共創ワー

キンググループ(共創 WG)を 2022 年 3 月

に設立し、現在 33 団体が加盟しており、

廃棄物探索や燃料化研究開発を手掛け、

学会等での情報発信を続けている。そし

てバイオマス燃料だけの実証操業に成功

し、地産地消エネルギー循環の社会実装

のフェーズにある。

これらにより業界内外に新たなつなが

りを生み、国内技術力向上や CO2 排出削

減効果が期待できる。鋳造業界や地域経

済の活性化にも繋がるスキームを、欧州

にも拡大すべく活動中である。

地地産産地地消消エエネネルルギギーー循循環環ススキキーームム

業業種種のの垣垣根根をを越越ええたた共共創創活活動動

【【課課題題】】

①①_ババイイオオママスス廃廃棄棄物物のの近近隣隣地地域域ででのの永永続続的的収収集集のの実実現現

②②_キキュュポポララ用用へへのの燃燃料料化化のの研研究究開開発発とと事事業業化化のの実実現現
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